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(57)【要約】
　当該発明は、カラー電子写真のプリントの工程によっ
て発生させられた文書に蛍光性の効果を備えた印刷物を
提供する方法を記載する。この発明の目的は、これらの
エリアを顕著に着色することなしに紙に蛍光性のマーク
を有することを可能にするプロセスカラーと一緒に及び
それの他に蛍光性のトナーを印刷するための方法を提供
することである。これらの目的を、五個のプリントモジ
ュールが備え付けられた電子写真のプリンターの第五の
プリントモジュールステーションにおける蛍光性のトナ
ーを使用することによって、本発明に従って達成するこ
とができるが、そこでは、四個の印刷するステーション
は、黒色の、黄色の、マゼンタの、及びシアンのトナー
が備え付けられると共に、第五のステーションは、カラ
ートナーの上部に印刷されるものである実質的に透き通
った蛍光性のトナーが備え付けられる。本発明のさらな
る進展において、透き通った蛍光性のトナーは、ＵＶ－
Ａの範囲における光を吸収するか、又は、透き通った蛍
光性のトナーへ加えられた金属を含んだ顔料又はメタリ
ックな効果の顔料を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四個の印刷ステーションが、黒色の、黄色の、マゼンタの、及びシアンのトナーと共に
備え付けられるのに対してカラー電子写真のプリントの工程によって発生させられた文書
に蛍光性の効果を備えた印刷物を提供するための方法において、
　第五の印刷ステーションは、カラートナーの上部に印刷されるものである実質的に透き
通った蛍光性のトナーと共に備え付けられる
ことを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、ＵＶ－Ａの範囲における光を吸収することを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記トナーの平均的な粒子の大きさは、４μｍ－２０μｍであることを特徴とする、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記トナーの平均的な粒子の大きさは、４μｍ－８μｍであることを特徴とする、請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記トナーの平均的な粒子の大きさは、５μｍ－７μｍであることを特徴とする、請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、青色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、緑色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、赤色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、
【化１】

：の構造を備えた染料を含むことを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　金属を含んだ顔料又はメタリックな効果の顔料は、前記透き通った蛍光性のトナーへ加
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えられることを特徴とする、請求項１乃至９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記金属を含んだ顔料は、プレート形状にされたものであることを特徴とする、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　蛍光性の効果を示すカラー電子写真のプリントの工程の使用によって生産されたプリン
トアイテムにおいて、
　実質的に透き通った蛍光性のトナーは、黒色の、黄色の、マゼンタの、及びシアンのト
ナーで生じさせられる印刷された像の上部に印刷されることを特徴とする、プリントアイ
テム。
【請求項１３】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、ＵＶ－Ａの範囲における光を吸収することを特徴と
する、請求項１２に記載のプリントアイテム。
【請求項１４】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、青色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１２又は１３に記載のプリントアイテム。
【請求項１５】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、緑色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１２又は１３に記載のプリントアイテム。
【請求項１６】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、赤色の蛍光性の光を放出することを特徴とする、請
求項１２又は１３に記載のプリントアイテム。
【請求項１７】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、
【化２】

：の構造を備えた染料を含むことを特徴とする、請求項１６に記載のプリントアイテム。
【請求項１８】
　前記透き通った蛍光性のトナーは、それへ加えられた金属を含んだ顔料又はメタリック
な効果の顔料を有することを特徴とする、請求項１２乃至１７のいずれかに記載のプリン
トアイテム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、四個の印刷ステーションが、黒色の、黄色の、マゼンタの、及びシアンのト
ナーと共に備え付けられるのに対してカラー電子写真のプリントの工程によって発生させ
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られた文書に蛍光性の効果を備えた印刷物を提供するための方法に関係する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真のカラー印刷において、普通には減法混色が、印刷ステーションが、シアンの
、マゼンタの、黄色の、及び黒色のトナーと共に備え付けられるのに対して、使用される
。－ＳＷＯＰ－着色剤（オフセット印刷標準規格（Specifications　for　Web　Offset　
Publications））と同様の一般的な顔料を使用することで、典型的には、全てのＰａｎｔ
ｏｎｅの色の５０％のみを、ＳＷＯＰの着色剤によって再現することができる。多数のポ
ピュラーな色は、色域の外側に属する。具体的には、蛍光性の色を、ＣＭＹＫ－トナーの
セットを使用することで、再現することができない。蛍光性のトナーは、このような色の
混合の手段によって再現することが、特に困難なものである。従って、すでに提案されて
きたことは、トナーに蛍光性の顔料又は染料を組み込むことである。たとえば、１９９２
年４月１４日に発行された、米国特許第５，１０５，４５１号明細書（特許文献１）は、
カラートナーの組成物を提供することを開示するが、それは、ＵＶ励起の下で黄色の蛍光
において光る着色された蛍光性の染料を含有する。例は、０．４μｍ－１μｍの粒子の大
きさを備えた液体のトナー及び１５μｍの乾式のトナーを記載する。これらのトナーは、
着色されたものであると共に、この技術の用途は、利用可能な染料に限定される。加えて
、いずれの蛍光性の色合いについても、具体的なトナーは、設計されると共に製造される
必要があるが、それは、極度に時間を消費すると共に高価なものである。
【特許文献１】米国特許第５，１０５，４５１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の目的は、プロセスカラーと一緒に及びそれらの他に蛍光性のトナーを印刷す
るための方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　これらの目的を、五個のプリントモジュールが備え付けられた電子写真のプリンターの
第五のプリントモジュールステーションにおける蛍光性のトナーを使用することによって
、本発明に従って達成することができるが、そこでは、四個の印刷ステーションは、黒色
の、黄色の、マゼンタの、及びシアンのトナーと共に備え付けられると共に第五のステー
ションは、カラートナーの上部に印刷される実質的に透き通った蛍光性のトナーと共に備
え付けられる。トナーは、様々な蛍光性の染料を含有することがある。染料の濃度は、０
．００１％から２％まで、及び、より好ましくは、０．０１％から０．５％まで、変動す
る。
【０００５】
　この方法は、これらのエリアを顕著に着色することなく、又は、これらのエリアの色を
変化させることなく、紙に蛍光性のマークを有することを可能にする。他方では、その方
法は、いずれの色をも、異なる色及び着色されてないエリアが組み合わせられたいずれの
ピクチャーのみならず印刷物において蛍光性のものとして現れることを可能にする。
【０００６】
　染料は、自由選択で、ＣＰＴ（化学的な調製されたトナー（chemical　prepared　tone
r））－工程を介して、重合体の樹脂、自由選択の電荷制御剤からなるトナーの処方へ溶
融物が配合されたもの又は加えられたものであることがある。結合剤を、当技術において
知られたいずれの他の望まれた追加したもののみならず、顔料のフラッシュ（顔料のプレ
スケーク及び当技術において周知の樹脂の特別な混合物）又は顔料－樹脂のマスターバッ
チの形態のいずれかにおいて、着色剤、即ち、染料又は顔料、と配合することができる。
顔料の元来の色の変更無しに現像された像が、望まれるとすれば、着色剤は、加えられる
ことを必要とするものではない。通常は、しかしながら、及び、これが、第一の四個の色
についての場合であると、着色剤を、含めることができると共に、それを、原則として、
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Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ，Ｖｏｌｓ．Ｉ　ａｎｄ　ＩＩ，２ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１
９８７）において述べられた又はＰａｎｔｏｎｅ（Ｒ）　Ｃｏｌｏｒ　Ｆｏｒｍｕｌａ　
Ｇｕｉｄｅ，Ｆｉｒｓｔ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　２０００－２００１に列挙された材料のいず
れでもあることができる。着色剤の選定は、例．ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ　ｏｆ　ＩＳ＆
Ｔ　ＮＩＰ　２０：　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，ＩＳ＆Ｔ：　Ｔｈｅ　Ｓｏ
ｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
，７００３　Ｋｉｌｗｏｒｔｈ　Ｌａｎｅ，Ｓｐｒｉｎｇｆｉｅｌｄ，Ｖｉｒｇｉｎｉａ
　２２１５１　ＵＳＡ　ＩＳＢＮ：　０－８９２０８－２５３－４，ｐ．１３５において
同様に記載されたものである。カーボンブラックは、他の着色剤が、ピグメントブルー、
ピグメントレッド、及びピグメントイエローを含むことができる一方で、特に有用なもの
であることができる。具体的な着色剤は、銅フタロシアニン、及び、取引の名称ＬＵＰＲ
ＥＴＯＮ　ＢＬＵＥ　ＳＥ１１６３の下で販売されたピグメントブルーを含むことができ
る。着色剤の量は、使用されるとすれば、トナーの構成成分の、幅広い範囲にわたって、
例．約１重量パーセントから約２５重量パーセントまで、及び好ましくは、約３重量パー
セントから約２０重量パーセントまで、変動することができる。着色剤の組み合わせ及び
ブレンドは、同様に使用されることがある。
【０００７】
　着色剤は、電荷制御剤の機能を有することがあると共に逆もまた同じである。
【０００８】
　さもなければ、本発明の工程は、乾式のトナーを調製するためのいずれの周知の工程に
も準拠することができるが、それにおいて、顔料は、即ち、例えば、配合すること、分類
すること、及び／又は、研削することによって、従来は、トナーのコアに組み込まれる。
トナーのコアに顔料を埋め込むことの代わりに、例えば、シェルの構築を利用することは
、また可能なことであるが、それにおいて、顔料は、自由選択で単独で又は他の処方成分
と、例えば、重合体、ワックス、又は電荷制御剤と、混合させられた、特にコーティング
の一部として、トナー本体の表面に適用される。例証となる参考文献は、１９９４年３月
２９日に発行された米国特許第５，２９８，３５６号明細書、及び／又は、２０００年８
月２９日に発行された米国特許第６，１１０，６３３号明細書であるが、それらの開示は
、これにより、それらへの参照によって組み込まれる。
【０００９】
　最後に、当該発明のトナーは、約０．１％から約３％までの濃度におけるシリカ、アル
ミナ、又はチタニアと同様の疎水性のいぶされた金属酸化物からなる表面における追加の
構成成分で被覆されることがある。
【００１０】
　トナーは、代わりに、同様に“化学的に調製されたトナー”、“重合させられたトナー
”、又は“現場でのトナー”と呼ばれたいわゆる化学的なトナーの工程によって生産され
ることがある。トナーは、代わりに、研削することの代わりに制御された成長を使用する
ことで、生産されることがある。使用されるものである化学的な工程は、数ある中でも、
懸濁重合（例．独国特許第４２０２４６１号明細書、独国特許第４２０２４６２号明細書
）；乳化凝集（例．１９９７年２月１８日に発行された米国特許第５，６０４，０７６号
明細書）；マイクロカプセル化（例．独国特許第１００１１２９９号明細書）；分散（例
．２００３年５月８日に頒布された米国特許出願公開第２００３／００８７１７６Ａ１号
明細書）；又は化学的な粉砕（例．ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ　ｏｆ　ＩＳ＆Ｔ　ＮＩＰ　
１７：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐ
ｒｉｎｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，　ＩＳ＆Ｔ：Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆ
ｏｒ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，７００３　Ｋ
ｉｌｗｏｒｔｈ　Ｌａｎｅ，Ｓｐｒｉｎｇｆｉｅｌｄ，Ｖｉｒｇｉｎｉａ　２２１５１　
ＵＳＡ　ＩＳＢＮ：　０－８９２０８－２３４－８，　ｐ．３４５）である。全ての上の
参考文献の開示は、これにより、それらに対する参照によって組み込まれる。



(6) JP 2009-530673 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

【００１１】
　本発明のさらなる進展において、透き通った蛍光性のトナーは、ＵＶ－Ａの範囲におけ
る光を吸収すると共に、トナーの平均的な粒子の大きさは、４μｍ－２０μｍ、又は、好
ましくは４μｍ－８μｍ、又はいっそうより制限された５μｍ－７μｍである。粒子の大
きさの厳格な低減は、この用途に最適なものであることが見出される。より粗い粒子は、
ぼろぼろのライン及びドットを生じさせると共に、このようにコピーの質を劣化させる。
類似の粒子の大きさは、製造する際におけるより長い研削時間を要求すると共に、質量の
関係に対する与えられた変化で、より多くの汚れを生じさせる傾向がある。
【００１２】
　当該発明を、都合良くは、すかしを入れる及び他の安全確保の印刷の用途において使用
されることができる。ＰＣＴ特許出願第ＰＣＴ／ＥＰ２００５／０１３７８４号への参照
は、なされる。
【００１３】
　別のアプローチは、透き通った蛍光性のトナーへ加えられた金属を含んだ顔料又はメタ
リックな効果の顔料を伴う。写真のピクチャーの部分と同様の着色されたエリアの上部に
おける蛍光性の及びメタリックな効果の組み合わせは、例．広告の目的について、最も魅
力的なものである。本発明のさらなる進展において、顔料は、小さいプレートの形状にさ
れたもので作られる。これは、（より大きい）トナー材料の粒子の表面へのそれの付加（
adduction）について特に好都合なものである。欧州特許出願第０５０１５１６５．３号
への参照は、なされるが、その開示は、ここにおいて参照によって組み込まれる。
【００１４】
　当該発明の別の目的は、蛍光性の効果を示すと共に黒色の、黄色の、マゼンタの、及び
シアンのトナーで生じさせられる印刷された像の上部に印刷される実質的に透き通った蛍
光性のトナーからなるカラーの電子写真のプリントの工程の使用によって生産されたプリ
ントアイテムを提供することである。このプリントアイテムは、ＵＶ－Ａの範囲における
光を吸収する蛍光性のトナーを含むことがある。別のアプローチは、透き通った蛍光性の
トナーが、内に金属を含んだ顔料又はメタリックな効果の顔料を有するプリントアイテム
を提供する。上に述べたように、写真のピクチャーの部分と同様の着色されたエリアの上
部における蛍光性の及びメタリックな効果の組み合わせは、例．広告の目的について、最
も魅力的なものであると共に、同様に安全確保の印刷に使用されることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　下にあたえられた当該発明の好適な実施形態の詳細な説明においては、付随する図面へ
の参照が、なされるが、それらにおいて：
　図１は、五個の印刷ユニットを組み込む印刷機械の概略的な表現を示す、
　図２は、実質的に透き通った蛍光性のトナーを生産することに適切な染料の吸収スペク
トルを示すと共に、
　図３は、実質的に透き通った蛍光性のトナーを生産することに適切な染料の発光スペク
トルを示す。
【００１６】
　図４は、実質的に透き通った蛍光性のトナーの発光スペクトルを示す。
【００１７】
　図５は、別の実質的に透き通った蛍光性のトナーの発光スペクトルを示す。
【００１８】
　今、付随する図面を参照すると、図１は、蛍光性の染料を含有する無色のトナーを適用
するための印刷ユニット２を組み込む印刷機械１の概略的な表現を示す。印刷機械は、四
個の追加の印刷ユニット３から６までを組み込む。これらの印刷ユニット３から６までは
、印刷機構７において、図１に集合的に示される。この印刷機構７においては、ＣＭＹＫ
の色におけるトナー像は、例えば、板紙又は重合体のフィルムと同様の他の包装材料から
なる基体８へ適用される。
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【００１９】
　印刷機械１において、図１に示されるような、基体８は、矢印１１の方向における進行
の経路に沿って運搬される。基体８は、印刷機構７、印刷ユニット２、及び定着器の機構
１３を通じて、順次に通過するが、それによって、ＣＭＹＫの色におけるトナー像及びＣ
ＭＹＫトナーの像の上部における又は直接的に基体における無色のトナーによって形成さ
れたトナー像は、基体８へと融着させられる。
【００２０】
　トナー像は、熱及び圧力の適用によって、しかしまた非接触の方法によっても、例えば
、ＩＲ溶融、フラッシュ溶融、又は、マイクロ波溶融の機構のような連続的な又は不連続
的な照射の溶融を通じて、融着させられることができる。
【００２１】
　無色のトナーへ加えられるものである染料は、それの波長の組成の基礎に選択される。
理想的には、それの励起波長は、ＵＶＡの範囲におけるものであるが、それは、天然の光
及び人工の光の多数の形態に含有される。
【００２２】
　図２は、ＵＶＡの範囲３２５ｎｍ－３８０ｎｍにおける光を吸収すると共に透き通った
蛍光性のトナーを受容する０．１％の濃度で加えられる蛍光性の染料の励起スペクトルを
示す。図３は、同じ蛍光性の染料の発光スペクトルを示すが、それは、トナーが、青色の
蛍光性の光を放出することを示す。図４は、ＵＶの範囲における光を吸収すると共に緑色
の蛍光性の光を放出する無色のトナーの発光スペクトルを示す。図５は、ＵＶの範囲にお
ける光を吸収すると共に赤色の蛍光性の光を放出する無色のトナーの発光スペクトルを示
す。染料の選択に依存するが、他の蛍光性の色は、同様に達成可能なものである。
【００２３】
　図２－５に示された全てのこれらのトナーは、優れた光の堅牢度及び具体的には負帯電
のトナーについての摩擦帯電を示す。加えられた染料は、トナーのレオロジーに負の影響
力を有するものではない、具体的には、これらのトナーの融着又は貯蔵の挙動に影響力の
ないものである。
【００２４】
　図５に示されたトナーに使用された赤色の蛍光性の染料の構造は、
【００２５】
【化３】

である。
【００２６】
　このトナーは、それが、安全確保の印刷の用途に具体的に好都合なものであるように、
狭い、強い、及び選択的な吸収の挙動を有するという特有の利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
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【図１】図１は、五個の印刷ユニットを組み込む印刷機械の概略的な表現を示す。
【図２】図２は、実質的に透き通った蛍光性のトナーを生産することに適切な染料の吸収
スペクトルを示す。
【図３】図３は、実質的に透き通った蛍光性のトナーを生産することに適切な染料の発光
スペクトルを示す。
【図４】図４は、実質的に透き通った蛍光性のトナーの発光スペクトルを示す。
【図５】図５は、別の実質的に透き通った蛍光性のトナーの発光スペクトルを示す。

【図１】 【図２】

【図３】
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